
総会の議事録  

出席者数 約 80名 

議題 

1) 本学会の研修単位 CT(JSC)10点，CT(IAC)5点 

2) 会計報告（平成 26年度）は承認された （会誌 38P） 

3) 会運営 

 A 現在の会員数 104名 

 B 幹事について 

2019年 3月で細胞検査士会長が中川健司先生から佐伯勇輔先生に交代 

 C 来年度の予定 

2020年 1 月 26日（日），愛媛県立中央病院講堂 

特別講演講師は森谷玲子先生（滋賀大学・病理） 

2020 年のシンポジウムの担当施設は愛媛大学， それ以降，県中・四国がん・市立宇和島・愛媛大学

・県中・四国がん・松山赤十字の順番とする 

2020年のシンポジウム予定テーマは「内膜細胞診の現状」 

 D 会費 

支部会費 1,000 円，連合会費 1,000円を支部学術集会開催の時支払う． 

未納者には銀行振込をお願いする．（細胞検査士会費は原先生が管理） 

 E 愛媛県臨床細胞学会奨励賞について  

引き続き継続する．表彰状と賞金 2 万円をお送りします． 

 F 名誉会員，功労会員について 

日本臨床細胞学会会員で，70 歳を越えた愛媛県臨床細胞学会会員は名誉会員または功労会員

に推薦し，支部会費は免除する事とした 

 G 会報の発行 

カラー印刷を検討したが，見積もり価格が高いので，学術奨励賞の部分だけカラー化を検討する． 

 H 2019年 12 月もしくは 2020年 6月に松山で婦人科病理学会が開催されるので，参加・協力をお願

いした． 

 

 


